在日無年金問題を知っていますか？

私たちには障害基礎年金がありません！

無年金在日外国人デフの会

会　長　大石泰延

副会長　松田　昇

々　　東本順子
略称「デフの会」は、年金制度施行時の国籍条項により制度から排除され、難民条約批准後に国籍条項が撤廃された後も、制度の谷間に放置された重度障害をもつ在日無年金当事者（主に聴覚障害をもつ在日無年金当事者

）を中心として構成されています。

2003年に京都在住の7人の聴覚障害者が提訴したことをきっかけに、在日無年金障害者及び在日無年金高齢者（新国民年金法施行時60歳を超えていた外国籍高齢者）の存在を社会問題及び人権問題として広く知らしめ、解決を求めることを目的として東京で発足しました。
　20歳前重度障害者には20歳になると同時に無拠出で障害基礎年金が支給され、同時に年金保険料が免除されています。しかし、同じ条件を満たしている重度障害者のうち、全国で約3000人が国籍条項撤廃時に経過措置が設けられなかったことによって、無年金のまま放置されています。2004年に「特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する法律」が無年金者の救済措置として立法され、障害初診日当時未加入であったため拠出制の障害基礎年金を受給できていない20歳後重度障害者が救済されましたが、在日無年金者はこの救済対象からも除外されました。

ここ数年の福祉の切捨てによって当事者の生活は困窮を増しています。当事者の利用料1割負担を定めた障害者自立支援法には無年金障害者に対する減免措置がありません。このまま消費税率が上がれば生きていくことさえ困難になります。
　過去の国籍条項が理由で無年金となっている当事者メンバーは11名で、その他に支援者メンバー（聴者・聴覚障害者）がいます。

　「全国在日無年金ろう者の会」の結成にも関わり、年に一度の全国交流会で情報交換をしています。
　毎月第三月曜日の夜に東京都障害者福祉会館で例会を行っています。また、在日無年金問題をより多くの方々に知らせるために、漫画を交えたわかりやすいパンフレットを作成し、様々な団体やイベントで販売しています。寸劇や講演などによる周知活動も行っています。交通費をもってくださればどこにでも伺いますので、ぜひ、お声をかけてください。
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